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香川県前向きに頑張る事業者を応援する総合補助金　活用事例No.22

診察前待ち時間短縮による安全・安心な診療体制の構築

⑩医療・福祉 ⑩医療・福祉

　尿分析装置の設置による分析作業の効率化により、患者の待ち時間を約60％短縮させ、院内感

染管理の徹底により、新型コロナウイルスの流行下における安全・安心な診療体制を構築する。

　自動の検査機器の導入に加え、院内の衛生管理を徹底し、作業の動線を見直すことで、検体採

取から診察までの流れを無駄なくスムーズに、患者や看護師同士が接触することなく実施するこ

とを実現している。

～ 新しい動線 ～

①トイレで検体採取　②検査室からトイレの検体を直接採取　③自動尿分析装置で分析　④分析

データが診療室のPCに自動転送　⑤PC画面で検査結果を確認しながら診察

　内科・泌尿器科を専門として開院し、泌尿器科領域では専門性の高い医療提供を行っており、

内科的な疾患にも幅広く対応する等、地域に密着した医療を展開している。

　顧客層は、泌尿器科系に疾患を抱える高齢者が主であり、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、受診控え等が見られ、症状が悪化するケースも見られることから、院内での衛生管理の徹

底を図るとともに、全自動尿中有形成分分析装置及び自動尿分析装置を導入することで、院内で

の患者の待ち時間を短縮させ、新型コロナウイルスの感染リスクを軽減させる。

　全自動尿中有形成分分析装置を導入し、検体の前処理をなくし、分析時間を短縮させるととも

に、自動尿分析装置による尿試験紙の自動分析を導入することで、１検体当たりの分析時間を90

秒と大幅に短縮させることができる。

検査の流れをワンウェイに！


